
※ 新型コロナ感染症の患者数によって行事の中止・変更の可能性があります。 

       

 

 

 

 

 

傾聴のすすめ 

副校長 池浦 也寸志 

 

 新規コロナ感染者数も一時期に比べると減ってはきていますが，鹿児島県や鹿児島市は

感染者数が高止まりしている感があります。学校としても感染対策は，継続しながら，行

うべき行事については，行っていきたいと考えております。 

新任の先生方や教職大学院の先生方の授業等を参観する機会が増えました。子どもたち

が，自分の考えを臆することなく，時には根拠を示して発表する様子は，本校のよき伝統

だと改めて感じるところです。特に低学年の子どもたちは，競って手を挙げ，発言の機会

を逃すと悔しそうにする様子を見ると，ほほえましさを感じます。一方で，自分の発言に

集中するあまり友達の発言を聞き逃している場面が見受けられます。学校で学習すること

のよさは多様な考えに触れ，自分の考えを加除，修正しながら友達と共に考えをまとめて

いくところにあります。その際，相手の発言や行動を理解する必要があり，理解力は，人

間同士がコミュニケ－ションを図るうえで，また，自分が何かしら行動するうえで，必ず

求められる能力です。相手の話が理解できなければ，その場で

のやりとりはもちろん，その後のコミュニケ－ションでもズレ

や誤解が生じやすくなります。学習に限らず，学校生活におけ

る人間関係も相手を理解することから始まります。相手を理解

するためには，「相手の話をしっかり聴く」こと（傾聴）がと

ても大切になります。しかし，相手の話を「聴く」という行為

は難しく，特に小さい子どもは，相手の話を聞いているよう

で，実はあまり聞いていなかったり，聞きながら他の事を考え

ていたりします。学年が進むにつれてしっかり「聴く」ことができるよう意識して育てて

いく必要があります。傾聴するときのポイントは，①相手を尊重し，真摯に耳を傾ける。

②相手を否定しない。③相手の目を見て，相槌やうなずきで反応する。 ④相手の表情や

口調，仕草にも着目する。「相手に意識を傾ける姿勢」は，理解力や情報収集力を格段に

高めてくれます。どうしても傾聴がうまくいかない場合は，その話を要約してアウトプッ

ト(話す・書く)するとよいようです。 

傾聴する姿勢は，カウンセリングにおいても重要な要素であり，教育相談や面談の際に

重要なスキルとなりますので教職員にも取り入れていきたいと考えております。 

 

 

 

 
５月 31日（火），６月７日（火）に学級対抗リレー大会

が開催されました。子どもたちは，朝や体育の時間に練習
した成果を発揮しながらバトンを繋ぎ，どの学年の大会も，
最後まで目が離せない白熱したリレー大会となりました。
リレー大会後に書かれた「あしあと」の中に，このような記
述がありました。 
 
 
 
 
これらの記述から，子どもたちは，友達の応援を原動力としてがんばることができたことや

結果だけでなく，みんなで力を合わせて一つのことを成し遂げたことに達成感を感じている

ことが分かります。また，リレー大会を通して自分や友達のがんばりやよさを自覚したり，認
め合ったりすることができたようです。このような友達のことを考えた言動（目に見えるも
の）や思い（目には見えないもの）は，まさに本校が目指す「美しさ」あふれる姿です。これ
からも，行事や様々な場面における，目に見える「美しさ」，目には見えない「美しさ」があ
ふれる子どもたちの言動や所作を大いに価値付けていきます。 
 
 

６月 21日（火）の給食時間，校内放送で給食を作ってい

る栄養教諭の松窪先生や給食技師の方々からのメッセージ

を聞く取組が行われました。栄養のバランスを考えながら

郷土の食材を用いた献立となるように工夫しているという

話や，大きな鍋に入った熱々の料理をかき混ぜているとい

った努力や苦労を聞いている子どもたちの表情は真剣で，

その姿からいつも以上に給食を残さず食べようという気持

ちを感じました。 

普段，食事の前に何気なく使っている「いただきます。」という言葉には，食材の生産者や

調理している方々など食事に携わってくれた全ての人に感謝するという意味が込められてい

ると言われます。一方で，わたしたち人間は，肉や魚，野菜，果物といった命あるものを食べ

ながら生命を維持していることから，「多くの生き物の命を大切に頂きます。」という意味も

あるそうです。自分の周りの「人・もの・こと」への感謝の気持ちを大切にしていきたいもの

です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鹿児島大学教育学部 

附属小学校 

令和４年６月30日 発行 

 第３号 

感謝の気持ちをもって ～「食育月間」の取組～ 

令 和 ４ 年 度 
学 校 だ よ り 

【スピードを落とさずにバトンパスを行う児童の姿】 

自己有用感を高める教育活動の推進 ～「美しさ」をキーワードとして～ 

自分や友達のよさを見付けた学級対抗リレー大会 

【７月の主な行事】 

２日（土）自由研究，採集物講習・採集会   

４日（月）学年・学級 PTA（高）            

    図書返却（～６日）        

５日（火）学年・学級 PTA（中）      

６日（水）学年・学級 PTA（低） 

修学旅行（～８日） 

11日（月）夏季休業特別貸出（～13日） 

20日（水）前期前半終了 

わくわくドキドキ集会 

21日（木）教育相談（～27日） 

図書室開放（9:30～11:00,13:30～15:00） 

22日（金）図書室開放（9:30～11:00,13:30～15:00） 

25日（月）図書室開放（9:30～11:00,13:30～15:00） 

26日（火）図書室開放（9:30～11:00,13:30～15:00） 

27日（水）水泳記録会（６年生大会） 

図書室開放（9:30～11:00,13:30～15:00） 

28日（木）水泳記録会（５年生大会） 

図書室開放（9:30～11:00,13:30～15:00） 

 

 

図書館開放（9:30～11:00,13:30～15:00） 

 

 

〇 みんなが，おうえんしてくれたのがうれしかったです。（１年児童） 

○ ３位だったけど，みんなできょう力して走れたのがよかったです。（２年児童） 

〇 自分もみんなもがんばっていました。いい気持ちになりました。（２年児童） 

【給食技師の方々の努力や苦労が伝わるスライド】 

 

】 


